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大学教育と社会人特別選抜
-福島大学夜間主コースを中心として-

白
向 尾 公 矢

(聖徳大学）

１ は じ め に

社会人の学習要求の高まりのなかで，大学側の受け入れのあI)方も多様化し，
従来，社会人学生の教育を主として担ってきた国立大学の夜間学部が，「昼夜開講
制の夜間主コース」として改組し，社会人を受け入れる動きが活発化している。
この動きの背景には，企業や官庁などの土曜日をはじめとする休日の増加，フ
レックス・タイム制の導入など社会人にとって大学に通学できる環境が整ってき
たこと，その逆機能として「夜間学部」の社会人学生の減少がある。
夜間主コースはおおむね次のような特徴をもっている。①昼間主コースも夜間

主コースも同じ学部組織と講師陣で教育にあたり，卒業後の履歴書上の扱いも昼
間主コースと区別されることはなく，②一定の単位数を昼間主コースの授業に転
換することが可能で，卒業最低年数が４年になI),③学費が昼間主コースの約半
額であること。
福島大学は夜間主コースで社会人特別選抜を実施，社会人教育に積極的に取り

組んでいる。
本稿では，福島大学行政社会学部夜間主コースの社会人特別選抜による入学生
を対象とした調査をもとに，入学の理由，入学前の心配事，入学後の問題点，大
学教育に対する満足度などを検討し，今後の社会人教育のあり方を考察する。

２社会人特別選抜

縞烏大学行政社会学部は昭和63年から社会人を特別選抜で受け入れている。学
部は行政学科と応用社会学の２学科で構成，「昼間主コース」と，「夜間主コース」
に分かれ，夜間主コースだけ力ざ社会人特別選抜を実施している。
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大学教育と社会人特別選抜２３３

３調査方法とサンプルの特性

調査は，平成５年９月～１０月にかけて行政社会学科に在籍する社会人特別選抜
での入学生を対象として，フェースシートを含み25項目からなる調査票を作成，
講義･ゼミで配布し，無記名で回収を行った。有効回収数は101(回収率は73.7％）
であった。
回答者の属性（表２）は，男43名（42.6％)，女58名（57.4％)。年齢別では，

20～24歳（42.6％)，２５～29歳（22.8％）と30歳以下力欝全体の65%を占め,３0～３４
歳（10.9％)，３５～39歳（8.9％）と30歳を境にして，漸次減少の傾向を示す。平
均年齢は29.2歳（男29.3歳，女29.2歳）であった。

表２回答者の属性

男 女 ;Ｉ年 齢

４３(42.6）
２３(22.8）
11(10.9)
９（8.9）
６（5.9）
９（８．９）

２４(41.4)
１４(24.1)
７(12.1)
３（5.2）
５（８．６）
５（８．６）

２０～２４歳
２５～２９厳
３０～３４歳
３５～３９歳
４０～４４歳
４５歳以上

19(44.2)
９(20.9）
４（9.3）
6(14.0)
1(2.3)
４（９．３）

101(100.0)31

）は％
専攻別では行政学科60名（59.4％)，応用社会学科41名(40.6%)とやや応用社
会学科が多い。
学年では１年35名（34.7％)，２年（24.8％)，３年(17.8%),4年(22.8%)
とやや１年生が多く，３年生が少ない。
入学前の学歴は，高卒（普通科）５９名（58.4％)，高卒（職業科)12名(11.9

％)，専門学校および大卒力㎡22名（22.8％)，それ以外は短大卒６名（5.9％)，高
専卒１名(1.0%)である。

４入学の理由

一Ⅱ社会に出た人力:社会人特別選抜の存在を知るきっかけとなった情報源は，
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２４２研究ノート
教科に取り組みたかった。ｌ～２年次は一般教育科11が思っていたよI)も多く，
少し残念だった」「学生数の多い授業はうるさすぎる」「講義の内容が専門的，抽
象的すぎる」などである。
肯定的IiWllliの班由として授業内容・カリキュラムや教官の熱意など教育内的要

|対をあげ，否定的評仙iの班由は必修科|」をめ<･る問越や図菩館の利川など制度的
要1大Ｉをあげているものが多い。
学年別に違いがみられ(IxI６),１年と２年に「期待どおりではない」とする比

率力ざ高く，３年～４年ではその比率が低くなI),逆に「期待したとおり」が尚く
なる。１年～２年の選択科目の少なさが期待を異切っている原因でもある。

図６学年×大学教育への期待
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９ お わ り に

社会人特別入試で夜間塩コースをII指すのは，入試に社会人への配応があって
教育内容や卒業査格が昼間iミコースの'､ｆ:ｆｋと殆ど変わらず任間の授業も受荊でき
でγ讃が､ｆ分程度であり，働きながら学ぶ社会人にとって魅力的なコースだから
である。
なぜ大学を選ぶのかでは，入学は判川のある一部分ではなく体系的に学べるこ

とに加え?.jら歴（学_l:)力箇取得できるからであり，社会人の入学で正規に学びたい
という欲求はきわめて強い。
大学が教育機|奥lとして，社会人が学lll1を体系的に‘γ:べ，！､i:幟が得られるという
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点で，他の種類の機関とは異なる役割を果たしており，社会人にとって重要な学
問の場となっている。
社会人が仕事を持ち大学で学ぶ時の問題点は，仕事との兼ね合いであって，そ
のことは学習時間が確保しにくいという問題となって現れる。学習時間の確保は
働きながら学ぶ学生の宿命的課題である。現在の技術革新のテンポが非常に早い
ため新しい技術や知識を学ぶことは企業側にもプラスに働く。企業や官庁の社会
人学生に対する勤務時間への配慮や授業料等の財政的な援助システムの充実をは
かること力§望まれる。
そして大学側は，学生力§大学教育の評価で否定的な評価の理由としてあげた，

選択科目の少なさ，図書館の利用，昼間にあって夜間にない科目，教官との親密
な接触などが今後取り組まなければならない課題であろう。

i王

(1)全国の国立大学のうち,19大学21学部で「昼夜開講制の夜間主コース｣が設
置され，大学によって授業時間帯，昼間コースの取得可能単位数，昼間コース
への転換可否などは異なる。福島大学の場合には昼間主コースへの転換はでき
ない。

(2)福島大学は経済学研究科と地域政策科学研科で社会人のための特別選抜を実
施している。行政社会学部の関係では，地域政策科学研究科修士課程で，募集
人員の半数を「社会人特別選抜」の枠にあてている。
本研究は，平成５年度～６年度にわたる文部省科学研究費助成(一般研究C)
「社会人の学習要求に関する実証的研究」による研究成果の一部である。


